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‐
ガ
の
印
の
第
の
川
を

指
し
ま
す
が
、
ト
．
目
‥
を
極
‐
二
ご
く

‐
目
づ
と
い
わ
な
い
こ
卵
走
（
‐
し
わ
す

ご
と
呼
・
ぶ
ぷ
つ
・
に
、
新
卜
の
り
で
睦

示
」
い
釣
Ｉ
ｄ
リ
．
〕
町
ぶ
六
大
辰

言
言
心
・

　
　
　
　
　
　
　
ト
０
　
　
否

り
い
Ｉ
慾
い
日
ル
ｑ
ロ
ヒ
い
い
ま
Ｉ

～
ご
日
は
了
と
も
・
た
ら
・
に
や
‥
…
…
…
い
～
　
　

包
）
石
ま
す
ご
］
と
い
え
ば
Ｑ
口
の

朝
い
こ
と
で
、
＝
り
一
「
‐
の
闘
で
特

万
お
め
で
た
い
日
と
Ｉ
・
れ
て
い
ま
す
。

一一一一一‥
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勺

　
三
月
二
十
九
～
、
東
京
の
駒
沢
屋
内
体
育
場
で
行

な
わ
れ
た
卵
一
回
全
田
高
校
バ
レ
ー
の
最
終
日
に
．

岡
崎
女
子
瓦
佼
は
南
関
東
代
表
習
志
野
鳥
校
に
３
１

０
と
ス
ト
レ
ー
ト
勝
ち
、
‐
本
一
の
栄
冠
を
勝
ち
と

り
、
全
川
に
気
を
は
き
ま
し
た
．

市
の
花
に
ふ
じ
を
選
定

　
　
［
明
る
く
、
什
み
よ
い
、
豊
か
な
街
］
を
目
ざ
し

て
允
展
す
る
岨
約
を
象
徴
す
る
巾
の
花
を
市
民
一
般

か
ら
募
集
、
「
ふ
じ
」
「
さ
く
ら
」
一
『
．
あ
お
い
』
な
ど

に
多
く
投
．
ぷ
さ
れ
ま
し
た
が
、
六
月
二
‐
石
な
わ
れ

た
巾
花
選
定
会
議
で
、
優
雅
で
や
さ
し
く
強
く
香
り

←

　|‾

岡
多
線
が
部
分
開
通

　
昭
和
二
年
閻
多
縮
か
国
鉄
の
于
定
線

に
編
入
さ
れ
て
四
ト
三
年
目
ブ
水
い
間

の
沿
線
住
民
の
宿
願
が
か
な
っ
て
、
十

月
一
日
、
め
で
た
く
一
部
開
通
し
、
岡

崎
・
－
北
野
桝
塚
問
八
・
七
手
口
の
貨
車

営
業
を
始
め
ま
し
た
。

―
―
1
1
1
1
1
1
1

(･一一

Ｉ
Ｅ
Ｉ
Ｉ

一
↓

国民宿舎桑谷山荘オープン

　三河湾をのぞむ海抜3卯メードレの高畑，山綱町扇子山の冊_ﾋに，待望川吋民宿合

゛桑谷山荘4がリ｣2t[1オーブン。！泊2食1,BOO円という低れ金のせいもあって，

遠方からの利用客もかなりあり, 心日にぎわいをみせています。

一
／
゛

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
・
I
I
I
　
　
　

1
1
1
1
L
－
－
－
－
Ｉ

Ｅ
－
－
ｒ
Ｌ
Ｉ
―
―
ｒ
－
－
－
－
Ｌ
Ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｌ
Ｌ
－
－
－
1
1
1
1
ｒ
－
－
－
－
－
－
－
－
　
　
一

　
　
　
新
市
庁
舎
建
設
着
工
　
　
　
　
　
．

　
昭
和
十
五
年
か
ら
約
三
十
年
間
使
用

し
て
き
た
淑
庁
舎
を
取
り
こ
わ
し
、
昭

和
四
十
六
年
秋
の
完
成
目
標
で
、
地
上

八
階
、
地
下
一
階
鉄
骨
鉄
筋
コ
ン
ク
リ

ー
ト
建
新
市
庁
舎
の
建
設
を
す
る
起
工

式
か
六
月
十
‐
関
係
者
多
数
を
招
い
て

行
な
わ
れ
ま
し
た
。

Ｌ
贅
１

M
Ｂ
|
|
|
|
|
|
＾
'
!
|
３
Ｈ
＾
Ｂ
M
＾
d
s
^
Ｍ
Ｈ
|
　

ｊ
％
Ｉ
％
４
卜
ｉ
Ｉ
ｌ
ｒ

－
－
－酬。
| ㎜ ㎜ ㎜ ㎜

⑩クバ
⊆ﾌ

老
人
医
療
費
の
無
料
化

　
心
内
に
住
む
七
十
歳
以
上
の
お
し
し
よ
Ｉ
し

の
医
療
費
を
無
料
に
す
る
条
例
を
ト
ニ
目
り
定

ら三こか例
ん面びけ市

くのにて議
だ十な昭会
さ二り和で

い月ま四決-J市し十め
　之丿.き｀

全
国
の
各
高
市
に
さ
さ

て
昭
和
四
十
六
年
度
か
ら
実
施
す
る
は

な
り
ま
し
た
。
〔
く
わ
し
い
こ
と
は
一

十
二
月
市
議
会
定
例
介
口
Ｉ
･
-
■
^
を
ご

だ
さ
い
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
・

－
－
－
－
－
－
！
－
Ｉ
Ｆ
－
－
－
Ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｌ
－
Ｌ
－
－
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

岡
崎
市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
着
工

　
中
学
校
に
完
全
給
食
を
全
面
突
施
す
る
た

-

め
參
割
新
川
ご
白
Ｉ
七
言

ｙ
町
勺
ぢ
粁
肴
Ｊ
に
Ｉ
副
川
席
一
～
回
ｄ
今
村
・

給
食
セ
ン
タ
ー
に
建
設
の
起
工
式
が
七
月
二
　
　
　

ト
七
口
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
完
岐
の
あ
か

昭
和
四
十
五
年
の
主
な
行
事
・
事
業

１
月
１
１
‐

１
‐
一

１

べな

（訟・
　刃沁

妬]脳○

’
り
1
1

1
1

｛
防
山
行
・
め
武

闘
飽
巾
吸
入
式

月
2
3
心
羽
田
歩
道
橋
完
成

１
‐
２
　
１
り
第
二
『
‥
‐
に
読
市
民
以
伝
邸
走
人
余

２
‐
佃
目

２
‐
1
6
日

り
「
？
4
‐

２
‐
西
口

■A

月

29

□

3

J］

:i］

４
！
－

細
川
保
育
附
増
改
篆
工
事
完
工

元
能
見
Ｉ
心
橋
完
成

連
尺
生
酒
枇
｛

根
石
小
学
校
、

～
収

　
９
　
　
川
小
学
校
、
丿
田
小
学
校
、
愛

八
小
学
校
、
～
‐
‥
巾
Ｉ
校
、
常
磐
巾
学
院
増
改
築

工
事
完
工

第
一
回
全
円
　
９
校
バ
レ
ー
で
岡
崎
女
子
・
隔
優
勝

』
‐
限
介
園
．
～
宿
保
育
閥
増
改
築
工
Ｉ
完
工
、

牧
内
歩
道
橋
、
‐
当
歩
～
．
僑
、
粧
川
歩
～
而
完
戊

４
刈
１
‐
（
1
5
‐
ま
で
）

　
　
　
　
　
桜
ま
つ
り

４

月
12
口

ｔ４

Ｉ
ｊ
９1

ｉ

卜

Ｉ
眼
‐
列
、
歴
史
行
列

第
一
川
節
気
の
森
Ｉ
念
佃
樹

~
.
1
A
‐
占
営
仕
生
桑
谷
荘
六
二
戸
完
成

４

丿

５

2
9
日
大
円
㈲
長
勲
　
　
．
等
珊
宝
章
受
賞

‐
｛
1
0
日
ま
で
｝

　
　
藤
、
さ
つ
き
ま
つ
り

　
Ｉ
ｊ
０
１

"
■

―
-

-
Ｎ
　
-

６
り
２
‐

６
‐
３
～
口

６
‐
頂
‐

７
‐
１
‐

７
列
９
Ｈ

７
リ
1
2
‐

７
月
1
5
口

７
月
2
7
口

７
月
2
9
‐

　
ｒ
　
―
ｊ
ｊ
　
Ｓ
ｊ
　
　
ｊ
♂
Ｊ
Ｉ
Ｉ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
！

つ
き
に
は
一
口
約
一
〇
、
〇
・
い
～
食
の
給
食
　
７
月
ぶ
‐

か
こ
こ
で
調
理
さ
れ
ま
す
。
。

菅
生
川
に
市
民
の
鯉
を
放
流

　
岡
協
７
印
内
の
河
川
に
も
．
占
か
が
‐
い
た
ち

占
良
・
の
リ
常
上
活
亭
お
か
ナ
公
Ｉ
‥
は
人
き

な
問
也
と
な
っ
て
Ｉ
ま
し
た
．

　
　
「
菅
生
川
に
池
｛
を
ヒ
‥
し
と
そ
う
｝

大
‐
‐
い
冊
巾
笑
化
協
余
て
は
ト
刊
二
十
四

－
荷
～
川
に
二
几
ト
匹
の
巾
民
出
皿
八
友
称

ミ
カ
ｎ
や
ん
）
を
収
流
し
ま
し
た
．

東
岡
崎
駅
前
地
下
道
と
公
園
駐
車
場

道わ
よ.卜交
卜丿燈
が七安
完ﾉj金
成二施
　゜十設

　七の
　日建
　東設
　罰が
　卜債
　引卜
　前卜
　いに

　几(1-
　　トな

　
１
だ
、
十
二
‐
木
に
は
岡
訃
．
万
両
駄
中
功

も
完
成
し
て
訂
故
絶
滅
へ
人
～
な
已
割
を
果

す
こ
と
に
な
り
ま
し
仁
よ

岡
崎
会
館
蔦
成
と
物
産
展

　
岡
い
．
ら
心
が
八
‥
回
心
と
の
親
ぶ
‥
郎
巾
提
乱

４
　
Ｉ
念
し
て
‐
」
市
に
竹
附
し
た
Ｉ
－
‐
債

公
館
」
が
六
り
卜
目
落
成
、
'
.
'

■
.
-
>
竣
工
式

に
の
ぞ
む
た
め
圖
柏
市
か
ら
は
各
外
代
表

か
ら
な
る
親
善
使
節
～
を
派
遣
す
る
と
と

も
に
、
六
月
六
日
～
ら
．
二
‐
間
【
岡
崎
物

産
肢
】
を
開
催
し
好
評
を
博
し
ま
し
た
．

８
日
Ｊ
Ｉ
‐

８
ｑ
４
□

８
-
-
S
-
1
7
口

９
月
1
2
日

1 0
月
ｊ
ロ

１
０
月
２
ロ

1 0
月
1
0
‐

1 0
口
Ｄ
‐

１
０
‐
。
１
７
ロ

俑
月
1
8
日

1
0
‐
闘
～
‥

１
０
‐
2
3
1
日

1(1

月

2!

□

10

.り

回

１
１
‐
1
0
同
‥

11

1」

21

n

1]
12
月

母
７
　
寮
竣
工

市
花
選
定
会
乱
で
「
ふ
じ
」
４
　
淑
花
に
決
定

（
９
ロ
ま
で
）

石
垣
．
市
へ
槻
節
使
原
則
派
遺

行
市
庁
～
住
設
起
工
式

市
・
川
施
行
五
四
周
年
記
念
式
典

働
く
婦
久
会
館
若
工

第
Ｔ
Ｏ
回
岡
崎
巾
動
労
者
総
ぺ
‐
休
育
人
会

圃
民
宿
舎
桑
谷
山
荘
竣
工
式

同
時
巾
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
着
工

東
川
崎
駅
前
地
下
道
完
成

岩
津
小
学
校
プ
ー
ル
完
成

夏
ま
っ
・
り
仁
火
人
会

川
崎
交
通
教
Ｉ
開
院
式

皿
北
中
学
校
．
ブ
ー
ツ
完
成

巾
長
．
筒
齢
者
慰
問

第
一
一
‐
国
勢
乱
査

北
部
公
公
空
位
工
武

岡
‐
口
市
民
休
育
祭

親
～
部
占
・
‐
拍
．
市
か
ら
‐
府
長
末
岡

第
一
一
口
全
心
町
Ｉ
代
巾
政
懇
友
公

所
川
副
査
と
万
民
公
議

俊
只
従
Ｉ
－
丿
、
勣
才
学
珀
表
杉

（
Ｕ
月
３
日
ま
一
～

　
罰
～
山
芸
術
祭

　
‐
Ｉ
川
に
市
几
の
徊
一
二
、
．
∪
○
匹
を
放
流

こ
１
１
月
1
0
口
‥
ま
一
三

　
回
読
の
菊
ま
っ
り

｛
2
0
‐
ま
で
｝

　
市
長
、
区
両
頂
坪
Ｉ
不
良
察
で
厦
米

函
‐
ま
で
）

　
岡
崎
市
美
術
厦

日
市
街
化
区
域
、
巾
街
化
洞
察
区
域
決
定
告
示

１
□

12
月
25
□

｡,1

岡
崎
市
工
貰
試
験
所
発
足

市
富
仕
宅
桑
谷
荘
二
Ｉ
○
戸
完
成

４

-- ･ ･
- - - － - - - － －
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12月10日～17日
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mク
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ニニニ●ニミー ･
” d

お

酒

ミー一一・・－・

レ|

?レ

レ

－－－－－ ･

一

Ｓの

元
日
の
朝
、
ど
こ
の
ご
家
に
ぐ
も
お

.
-
.
_
-
-
.
^
ノ
ｆ
ｌ
『
Ｒ
Ｉ
一
一
一
一
ｙ
ｌ
″

一
昭
‐
飲
酒
禁
止
法
』
と
い
う
法
律
が
公

　
人
止
士
年
（
．
九
二
二
年
）
と
い

え
ば
、
り
つ
四
し
八
午
も
前
に
「
米
収

］
よ
ツ
で
す
か
、
末
成
印
行
に
お
酒
を
飲

一
つ
け
た
ら
、
親
は
も
ち
ろ
ん
睨
権
者
ま

た
は
そ
の
監
腎
＆
は
や
め
さ
せ
な
け
れ
Ｉ

ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

か
、
こ
れ
ほ
ど
守
ら
れ
て
い
こ
い
洪
律

は
あ
０
ま
せ
ん
。
白
鼠
室
々
と
恬
を
娘

知

識

一一一こどカ

リレJ

　
未
成
年
の
息
子
さ
ん
だ
‐
も
、
十
八

？
西
郷
』
も
な
れ
ば
、
親
の
前
で
酔
い

っ
ぷ
れ
る
ほ
芦
飲
ま
な
い
に
し
て
も
、

か
ら
だ
の
ほ
う
は
も
っ
お
と
な
て
す
ゴ

余
も
ン
ｙ
い
で
し
ょ
う
。
そ
こ
で
一
番
、

ぽ
く
は
ま
だ
木
成
年
で
す
＝
と
は
っ
き

り
断
わ
る
勇
気
か
ほ
し
い
も
の
で
す
。

飲
ん
だ
の
が
始
ま
り
と
さ
れ
て
い
ま
す

　
屠
蘇
と
い
う
の
は
、
邪
気
を
屠
這

ふ
）
り
魂
を
蘇
（
よ
み
が
）
え
ら
■
i
f
e
l
M
?

と
い
う
意
沫
で
名
付
け
ら
れ
た
ぶ
つ
で

す
か
、
わ
か
国
に
伝
え
ら
れ
た
の
は
平

女
時
代
の
初
め
と
い
わ
れ
ま
す
か
ら
。

も
う
千
年
以
～
も
前
の
こ
と
で
す
。
現

代
巾
販
さ
れ
て
い
る
「
屠
蘇
散
」
は

こ
り
り
の
薬
草
を
、
ご
麗
形
に
縫
っ
た

紅
絹
の
袋
に
入
れ
ら
れ
た
も
の
で
、
こ

れ
を
酒
か
み
り
ん
に
浸
し
て
飲
む
ふ
コ

に
こ
し
ら
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

断
わ
ら
れ
れ
ば
す
す
め
た
お
と
な
た
～
と
こ
ろ
で
、
元
日
の
朝
、
お
ぞ
つ
煮
一

も
恐
縮
し
て
必
入
で
国
法
を
犯
す
こ
と
　
　
　
を
い
た
だ
く
町
に
、
年
少
者
か
ら
順
に

の
罪
の
恵
識
に
巨
覚
め
る
と
い
う
も
の

で
す
。

　
お
屠
蘇
は
、
中
ぷ
伝
来
の
薬
酒
で
、

三
国
ぷ
で
刹
か
な
、
関
羽
や
張
飛
か
晒

延
し
二
　
　
国
時
代
の
乙
医
、
華
陀
（
か

だ
）
が
、
年
間
の
無
炳
息
災
、
厄
除
の

” I
Ｓ－Ｚ一丿－

－－ ･

つ
て
Ｉ
気
で
い
る
脱
も
木
成
年
所
も
、
・
た
め
に
、
山
淑
曾
ん
し
ょ
）
、
肉
桂

こ
と
し
こ
そ
、
い
や
、
こ
と
し
か
ら

」

（
に
っ
け
）
、
防
風
（
ぽ
つ
・
ふ
う
）
、

×

一
年
の
無
礪
息
災
を
祈
っ
て
、
お
屠
蘇

を
飲
口
か
け
て
す
か
、
今
日
で
は
こ
の

風
習
は
あ
ま
り
瞰
格
に
は
守
ら
れ
て
い

な
い
よ
ン
で
単
に
配
い
酒
と
し
て
の
意

床
に
と
ら
れ
で
い
る
ぷ
つ
で
す
。
あ
の

屠
蘇
の
香
り
を
奸
ま
な
い
来
客
の
た
め

に
、
罵
蘇
を
入
れ
な
い
キ
の
全
友
の
酒

か
、
わ
か
ん
の
必
要
の
な
い
洋
砂
『

お
屠
蘇
が
わ
り
に
と
出
す
お
宅
が
ふ
え

き
、
人
黄
（
た
い
お
う
）
な
ど
、
十
・
て
き
て
い
る
よ
つ
で
す
一

取
極
の
薬
草
を
・
訓
合
し
て
酒
に
浸
し
て

Ｉ

×

×

で
、
‐
公
代
の
福
祉
に
ぎ
勺
す
る
こ
と
を

　
お
正
月
は
お
泗
を
飲
‐
劈
茄
糾
く
目
的
と
し
て
定
め
ら
れ
た
も
の
・
で
す
か

な
０
ま
す
、
　
１
泗
に
酔
っ
て
公
衆
に
迷
悪
い
く
せ
で
、
何
か
祝
い
ご
と
が
あ
る

感
を
か
け
る
行
為
の
防
出
石
に
関
す
る

法
律
」
が
公
司
．
‐
‘
れ
で
か
ら
こ
と
し
て

十
年
に
な
り
ま
す
が
、
吉
≒
般
に
は

×

◇
酒
　
　
税

と
、
そ
れ
を
き
っ
か
け
に
お
泗
を
飲
む

飲
め
ば
酔
わ
な
け
れ
ば
承
知
で
き
ず
、

ぐ
つ
し
て
も
無
理
し
い
す
る
．
腿
愕
が
残

ル
コ
’
Ｉ
ル
服
雌
川
々
と
に
よ
っ
て
、
一

キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
当
り
い
く
ら
（
従
量
税

　
酒
税
は
、
お
酒
や
ビ
ー
ル
な
ど
の
］
ざ
と
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

類
に
か
か
る
悦
匈
ぺ
裂
政
行
か
酒
類
　
酒
姐
の
小
売
仙
格
は
必
ず
し
も
均
一

を
製
造
Ｉ
か
ら
Ｉ
向
す
る
と
き
に
か
か

０
ま
す
。

　
酒
類
は
、
～
料
や
製
心
行
法
の
違
い

に
よ
っ
て
、
眉
　
１
、
台
火
湾
徽
し
よ

う
貼
ゆ
う
ブ
｛
り
ん
、
ビ
Ｊ
ル
、
ウ
几

ス
テ
示
、
栄
ｙ
府
顛
々
ど
パ
佃
類

に
介
け
ら
・
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
清
酒

や
ウ
ィ
ス
キ
ー
な
ど
に
っ
い
て
は
、
特

赦
、
一
級
、
二
股
と
破
川
か
皿
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
酒
類
の
消
‐
眼
は
年
々
ふ
え
、
と
く

に
ビ
ー
ル
の
消
費
の
仲
ひ
は
優
近
い
ち

じ
る
し
く
、
総
消
費
量
の
五
八
八
Ｉ
セ

’
ｙ
卜
を
占
め
て
い
ま
す
。

税
率
は
ヽ
禰
・
類
別
ヽ
級
別
お
よ
び
ア

　
　
　 で

は
あ
０
ま
せ
ん
が
、
．
ｙ
ｔ
均
的
々
小
売

価
格
を
例
に
と
る
と
、
こ
れ
に
占
め
る

Ｉ
柚
の
割
合
は
図
の
と
お
０
で
、
物
品

脱
に
く
ら
・
べ
て
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

清酒１　級（i.S^）

　　割合35％　税額313.74円
ビ　ー　ル(633．ハ

　　割合51％　税額67.02円
ウイスキー１級C720・O

　　割合34％　税額336.67円

×

す
る
風
洞
か
Ｉ
掴
除
し
、
飲
酒
に
つ
い
て

の
節
度
を
保
つ
ふ
つ
に
努
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
」
と
あ
り
ま
す
。
こ
と
に

巾
を
運
転
す
る
反
は
ち
ょ
っ
と
で
も
飲

ん
だ
り
し
た
ら
運
転
は
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、
迎
転
石
に
少
し
ぐ
ら
い
な
ら
」

丈
夫
だ
よ
な
ど
と
す
す
め
る
こ
と
も
礼

箔
交
通
法
は
禁
じ
て
い
ま
す
。
　
・

屠
蘇
飲
ん
で
ほ
う
と
酔
ひ
た
り
男
の

子
　
　
　
　
原
旧
浜
人

　
　
　
　
　
　
　
１

　
　
ゐ
吉

ｙ
轟
Ｕ

？

ｌ
灸
７
）

ｆ
Ｉ
ｔ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
亀
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
・

″

゛
｀
’
］
新
川
改
修
工
哨
費
（
氾
加
分
）
三
百
九

　
．
二
月
定
例
巾
議
余
は
、
さ
三
二
月
一
〇
口
か
ら
．
じ
日
ま
で
、
甲
山
余
館
で
り
な
わ
れ
、
つ
つ
．
ぞ
余
円
に

の
ぽ
る
袖
口
予
質
を
は
じ
め
と
し
て
、
余
国
に
さ
き
が
け
て
鋭
意
尖
施
す
る
｛
・
歳
以
よ
の
と
べ
医
療
費
の
無
料

化
を
決
め
る
な
ど
、
上
程
生
息

今
回
廠
決
さ
れ
た
、
．
二
月
補
削
予
算
の
李
心
ま
し
、
含
ま
っ
た
条
例
の
φ
り
ま
し
は
つ
ぎ
の
と
お
‐
で
す

一一

十
二
万
円
、
四
忖
日
開
設
予
定
の
眼

中
．
地
下
駐
巾
場
、
一
月
一
日
か
ら
開
設

さ
れ
る
川
崎
公
四
?
駐
車
場
管
理
が
託
に

伴
う
備
品
費
、
惜
別
賢
司
一
十
五
万
円

郡
状
線
川
地
収
得
費
五
百
六
大
刀
円
、

Ｆ
地
区
自
作
理
組
（
箱
助
金
十
ギ
八

万
円
な
ど

　
（
消
防
賛
）

・
消
防
剛
は
等
公
務
災
Ｉ
袖
價
等
し
、
済

一
基
ぐ
へ
い
負
雲
千
五
百
万
円
、
消
防

　
″
Ｃ
。
／
ｉ
ｊ
‐
ｊ
■
一
　
―
　
－

て
ぶ
出
張
所
建
流
用
心
が
県
い
河
川
改

修
に
よ
り
．
・
ぶ
買
収
溥
れ
た
こ
と
に
』

ろ
隣
接
代
什
地
の
収
叩
心
成
四
お
よ
び
一

初
度
備
品
姓
八
百
刀
円
、
消
的
西
部
山
一

眼
．
叫
用
地
の
先
’
‐
収
四
啓
子
三
百
七
〈
一

刀
円
な
ど
　
　
　
　
　
　
．

（
教
育
費
）
　
　
　
　
　
一

　
小
中
学
佼
能
庫
新
設
費
二
百
４
　
力
円

漏
電
誓
報
機
、
火
災
槻
知
賦
取
付
費
四

百
四
十
三
ヵ
円
、
中
学
校
給
食
に
伴
う

自
画
車
尨
入
略
怜
倣
白
五
十

　
　
　
力
円
、

各
中
学
校
の
給
食
川
備
品
、
消
耗
お
何

回
五
百
．
一
干
ハ
カ
円
、
四
月
　
１
日
‐
浪

の
学
佼
給
食
セ
ン
タ
ー
に
お
ロ
る
学
校

給
食
叉
務
の
準
備
の
た
め
の
重
託
升
二

百
六
十
二
万
円
、
応
術
館
地
・
資
調
査
費

お
よ
び
建
物
設
計
費
五
百
万
円
．
弼
肘

金
に
よ
る
図
占
伺
図
｛
鵬
入
四
百
ヵ
円

岡
略
公
剛
運
勁
場
放
送
室
新
殷
工
引
り

九
十
三
句
円
な
ど
　
　
　
　
・

こ
の
ほ
か
巾
職
員
、
加
‐
園
休
母
砂

の
給
～
改
定
に
９
す
る
経
四
が
含
ま
れ

て
お
り
ま
す
。

　
以
上
の

　
　
　
般
会
剖
の
歳
出
に
対
し
、

巾
税
、
同
県
支
出
金
、
社
債
そ
の
他
の

歳
入
に
よ
っ
て
こ
れ
を
ま
か
な
っ
て
お

り
ま
す
。

‐
―
―

犬
特
別
会
計
〉

　
と
糸
場
特
別
会
計
ほ
か
九
会
計
の
所

喰
＼
■
叉
費
お
よ
び
人
件
費
の
補
止

　
△
企
業
会
計
∇

　
病
院
小
業
余
計
お
よ
び
水
道
事
業
泉

計
渓
奮
裏
四
お
よ
び
人
什
発
見

一一

ll; i

き
ま
つ
だ
条
例
の
あ
ら
ま
し
　
　
一

④
岡
崎
市
児
竃
手
当
条
例
の
制
定

　
　
三
人
以
上
の
義
務
教
育
終
了
前
の

　
児
童
を
帖
護
。
ま
た
は
養
台
し
て
い
る

　
保
護
芦
に
　
　
夭
目
か
ら
の
児
童
一

　
人
に
つ
い
て
月
ま
　
1
1
、
〇
〇
〇
円
の

　
児
童
手
当
か
だ
給
さ
れ
ま
す
。
た
だ

　
し
、
忠
男
辰
護
首
は
巾
内
に
住
む

　
日
赳
国
氏
で
、
保
護
‐
の
前
年
の
所

　
弓
が
六
〇
力
円
以
ド
で
あ
る
こ
と
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‘
友
Ｅ
ロ
聊
と
こ
び
Ｉ
こ
海
山
Ｃ
ｔ
ｔ

し
た
。
改
定
後
の
旗
は
、
バ
ス
は
五
Ｔ
ソ
を
飲
ん
で
祝
・
う
・
の
は
ご
く
あ
‐
ふ

時
閥
に
っ
い
て
三
つ
○
円
、
普
通
座
れ
た
皿
景
で
す
。

　
ａ
蒜
問
に
つ
い
て
・
耳
ワ
す

（
き
岡
崎
市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
条
例

　
の
制
定
　
　
　
　
　
　
　
　

回
・
門
一
日
大
中
学
良
則
・
い
い
≒
Ｉ
弐
ｙ
Ｅ

給
食
ふ
実
叱
し
ま
す
が
、
品
学
理

給
食
セ
ン
タ
ー
が
岩
印
町
字
壇
ノ
上
Ｔ
せ
た
り
・
、
飲
ん
で
い
る
と
こ
ろ
を
え

に
て
き
ま
す
。

要
件
で
す
。
印
請
に
よ
っ
て
竃
格
の
一
t
岡
崎
市
老
人
医
療
費
助
成
条
例
の
　
　
　

Ｉ
定
か
受
け
た
似
護
行
に
は
、
例
Ｉ

は
．
月
五
几
九
月
の
二
回
に
そ

れ
ぞ
れ
の
閤
月
付
ま
で
の
児
童
１
　
　
ふ
２
　
１

を
支
給
し
ま
す
か
、
初
年
度
に
つ
い

　
て
は
昭
椙
四
万
～
一
二
‐
好
か
ら
吝

　
綸
Ｔ
ろ
こ
と
に
な
。
て
お
り
、
認
寓

　
の
手
続
を
し
た
保
護
名
に
は
す
で
に

　
ｙ
給
い
小
務
を
し
て
お
‐
ま
す
。

｀
・
岡
崎
市
交
通
安
全
対
策
会
議
条
例

　
の
制
定

　
交
辿
安
全
谷
飛
４
　
’
総
（
的
、
計
雙

的
に
打
辿
ず
る
た
め
に
岡
崎
山
交
通
・

　
安
Ｉ
可
策
会
議
が
心
跳
さ
れ
ま
し
佐

　
交
．
池
女
全
行
政
に
関
係
す
る
Ｓ
、
県

　
巾
い
収
艮
．
一
二
大
で
俳
成
さ
れ
る
こ

　
の
交
通
安
全
‐
策
《
・
議
で
は
、
交
皿

　
宣
奄
乱
皿
・
い
印
穴
陸
上
交
通
施
策

　
の
企
画
お
よ
び
こ
れ
ら
の
実
鵬
峯
覆

　
尨
す
る
こ
と
を
う
か
さ
ど
り
ま
す
．

･
岡
崎
市
都
市
公
園
条
例
の
一
部
改

　
正

　
　
三
層
立
休
式
に
な
r
i
た
岡
崎
公
園

　
い
市
場
の
使
用
料
金
が
改
定
さ
れ
ま

制
定
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
占
岐
以
Ｌ
の
七
人
医
原
物
の
見

料
叱
を
は
か
る
条
例
で
す
。
対
象
乱

な
る
と
人
は
一
年
以
上
引
キ
・
続
き
巴

内
に
庄
ん
で
ぃ
る
日
米
国
民
べ
且

民
健
康
保
険
仙
】
や
健
康
休
険
法
、
日
石
国
家
の
．
血
日
に
か
け
て
、
脱
い
赳
な

説
健
康
保
険
法
や
旧
康
保
険
皿
日
石
国
家
の
．
血
日
に
か
け
て
、
脱
い
赳
な
一
帖
梗
（
き
き
ょ
・
ワ
）
、
白
求
（
は
く
じ

朧
雲
罫
健
康
保
険
法
、
国
家
公
亙
ど
ロ
に
し
な
い
自
宣
を
も
っ
て
い
た
だ
・
き
、
人
黄
（
た
い
お
う
）
な
ど
、
十

日
八
済
組
台
法
ヽ
他
行
公
務
は
等
共
７
・
た
い
も
の
七
万

済
組
合
法
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
社
余
包

険
各
法
に
よ
る
仮
保
険
者
か
彼
衣
芦

回
き
り
に
Ｉ
乙
谷
｛
口
回
４
１
φ
Ｍ
艇
う
１
’

も
で
あ
る
こ
と
が
要
件
で
す
。
　
一
　
　
｀
　
　
　
　
　
　
・
的
、
｝
八
’
、
・
的
に
及
ぼ
す
害
。
悲
を
防
止
し

　
　
　
’
　
｀
’
‘
’
ｌ
’
◇
節
度
あ
る
飲
酒
　
　
…
…
…
゛
”
“
”
’
゛
ｙ
ｌ

該
当
心
延
人
に
は
吊
り
か
じ
め
申
一

請
に
よ
っ
て
資
恪
鉄
が
交
付
さ
れ
乳

す
。
国
Ｉ
健
康
休
険
の
被
保
険
苔
と

あ
る
七
人
は
、
巾
か
希
定
し
た
療
輦

機
関
に
こ
の
資
格
証
を
提
示
す
る
こ
　
　
　

と
に
よ
っ
て
無
料
で
療
養
が
受
け
ら

　
　
　

れ
４
畳
。
国
民
健
康
保
険
以
外
の
亙
徹
氏
し
て
い
な
い
よ
ン
々
Ｉ
㈲
を
よ
く
て
て
い
る
こ
と
で
す
。

-S---･

叉

－

｜

－

よ
っ
て
月
ご
と
に
ま
と
め
て
遡
伺
さ

れ
ま
す
。

総
予
算
額
は
百
六
十
七
億
円
に

老
人
医
療
費
の
舞
Ｊ
料
化
き
め
る

十
二
月
補
正
予
算
の
あ
ら
ま
し

　
ト
二
月
定
例
会
で
廠
決
さ
『
れ
た
補
・
ｍ

予
算
は
、
一
般
合
川
で
四
県
〈
千
じ
百

め
の
川
地
取
を
姐
威
費
～
半
亘
　
　
　
十
力

円
、
児
童
手
当
十
一
回
支
給
分
と
し
て

十
刀
円
、
持
別
余
計
で
十
四
愕
～
芋
四
自
九
し
二
万
円
、
基
呻
訓
引
き
ト
げ
石

百
六
十
万
円
、
企
天
か
で
．
’
心
手
七

百
五
十
万
円
で
、
こ
れ
苧
宵
総
予
算

．
額
は
百
六
ト
じ
億
四
１
　
二
．
白
十
．
五
万
円

と
な
り
ま
し
た
．

　
今
口
り
袖
‐
の
Ｉ
．
々
も
の
は
、
次
の

と
お
り
で
す
．

　
△
一
般
会
計
∇

（
総
務
費
）

に
よ
る
～
回
衣
助
費
、
氏
庭
扶
助
費
三

千
八
百
干
八
ヵ
円
々
ど

（
労
働
費
）

　
．
般
失
業
対
柔
Ｉ
万
肌
労
辨
賃
包
い

単
価
］
よ
等
．
で
四
自
八
万
円

（
蕨
林
業
費
）

　
小
堪
啖
鹿
北
造
成
事
業
貿
補
助
金
三

百
一
不
四
刀
円
、
家
所
防
疫
対
策
費
四

十
五
．
力
円
、
雨
赳
地
ス
た
め
此
桐
’
弛
小

　
昭
刈
四
十
ハ
吊
に
前
行
さ
れ
る
統
一
池
負
廻
金
、
１
皿
改
良
Ｉ
ぷ
袖
助
金
五

地
巧
選
挙
に
そ
な
え
て
、
県
廠
会
廠
員
こ
‐
八
４
　
万
円
、
単
県
－
皿
吹
八
事
業
三

選
か
準
俑
四
百
七
十
三
ヵ
円
．
巾
良
、

市
訊
会
廠
八
選
び
準
備
貿
白
け
万
円
、

新
巾
［
合
の
槃
剛
電
話
収
‐
覗
ハ
白
五

十
七
ヵ
円
な
ど

（
民
生
費
）

已
．
．
一
十
七
刀
円
な
ど

（
商
工
費
）

　
近
藤
勇
遺
跡
整
備
巾
叉
補
助
金
二
十

八
力
円
、
人
作
川
環
境
基
準
設
定
に
伴

う
水
質
試
験
項
目
の
【
加
に
対
す
る
器

八
帖
旭
［
に
翌
日
剛
を
新
設
す
る
た
気
筒
入
費
二
十
五
万
円
々
ど

-一 一

（
土
木
費
）

。
｀
交
通
安
分
刀
策
｛
廠
設
毀
に
伴
う
経

費
お
よ
び
交
通
吸
全
対
策
工
小
四
百
十

万
円
、
Ｊ
和
川
町
県
営
住
宅
取
付
道
略

新
設
工
小
費
二
百
九
十
二
ヵ
円
、
ト
辿

ｉ

ｒ
ｒ
―
ｉ－
－
・

の
心
函
い
屋
高
速
度
を
四
回
・
午
口
に

規
則
さ
れ
ま
し
た
。

　
Λ
横
町
歩
府
に
近
づ
い
た
と
き

　
Λ
昆
と
お
し
の
き
か
Ｑ
い
交
差
点

　
　
や
曲
り
か
ど

　
示
申
］
］
々
い
狭
い
心
略

で
は
、
Ｉ
ず
徐
行
か
、
減
速
し
ま
し

こ
・
眉
を
飲
ん
で
の
運
昿
は
や
め
ふ
つ

″
酒
飲
み
迎
転
は
妁
獄
へ
の
道
″
と

い
う
こ
と
は
だ
れ
て
も
奸
っ
て
い
ま

す
が
、
ま
だ
、
あ
と
を
た
ち
ま
せ
ん

酒
飲
み
皿
昿
は
ど
の
よ
つ
々
Ｉ
笛
が

あ
ろ
う
と
も
や
め
ま
し
ょ
う
。

や
、
横
断
歩
道
の
付
近
で
小
故
の
犠

　
牲
に
な
っ
た
万
が
あ
り
ま
す
。
道
旦

　
を
横
町
す
る
と
き
は
、
次
の
こ
と
を
Ｉ

　
守
り
ま
し
ょ
う
。

　
Λ
歩
道
橋
、
信
号
賎
、
横
断
歩
道
々

　
と
い
安
拿
回
を
利
川
す
る
。
一

　
△
安
Ｉ
弛
心
の
な
い
と
こ
ろ
で
は
、
一

　
　
見
と
お
し
・
の
よ
い
と
こ
ろ
か
腕
ぷ
。

　
、
、
運
転
名
に
手
合
図
し
て
比
っ
て
く

　
　
れ
た
の
か
確
か
め
て
か
ら
・
渡
る
。
一

･
老
人
昼
事
故
か
ら
守
ろ
う

　
　
昨
年
は
、
と
べ
か
夜
間
道
路
を
横

　
池
巾
に
は
ね
ら
れ
た
弔
故
か
り
く
れ

　
き
て
い
ま
す
「

　
’
ヽ
μ
一
久
の
夜
の
外
出
は
、
で
き
る
た

　
　
け
避
け
る
よ
つ
に
す
る
。

　
Λ
ど
コ
し
て
も
外
出
す
る
と
き
は
、

　
　
家
廬
が
い
っ
し
ょ
に
行
く
よ
つ
に

　
　
す
る
。

　
９
　
欠
か
外
出
す
る
と
き
は
、
ポ
ケ

　
　
ッ
ト
川
反
射
器
（
セ
フ
テ
ゴ
フ
イ

こ
と
し
こ
そ

　
交
通
事
故
を
な
く
そ
う

　
閏
崎
巾
の
み
な
さ
ん
、
西
口
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ペ
ー
い
ま
ず
。
昨
4
1
は
、

み
な
さ
ん
方
の
ご
協
力
に
も
か
か
わ
ら

ず
㈹
崎
m
m
管
内
は
交
姐
１
故
に
聞

け
暮
れ
た
吊
で
し
た
。

　
こ
と
し
も
、
ま
す
ま
す
交
辿
ぶ
随
は

き
び
し
く
々
る
と
思
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
こ
と
し
こ
そ
交
通
１
故
１
　

な
く
す
る
た
め
、
次
の
こ
と
を
守
っ
て

弔
故
の
な
い
し
あ
わ
せ
な
￥
で
あ
る
よ

う
に
た
し
い
も
い
で
す
。

一
■
･
)
運
転
者
が
守
つ
て
ほ
し
い
ポ
イ
ン
ト

○
女
全
Ｉ
速
度
で
迎
転
し
ふ
つ
。

昨
年
赳
き
た
死
亡
巾
故
の
ほ
と
ん
ど

か
、
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ
に
よ
る
｡
≫
'
歩
行
者
が
守
つ
て
ほ
し
い
ポ
イ
ン
ト

も
い
で
す
。
こ
う
し
た
状
睨
か
旦
　
昨
Ｉ
岡
崎
巾
内
で
、
歩
道
端
の
下

部
の
道
路
會
除
い
て
、
岡
崎
巾
命
収

　
ト
）
か
持
た
せ
て
あ
げ
今

令
尺
か
横
断
し
て
い
る
の
を
m
i
l

　
書
き
初
め

了
よ
・
？
．
士

今
り
も
ま
た

こ
壮
で
ぃ
く
ぞ

と
き
は
、
手
を
か
し
安
全
に
尽
り

せ
る
。

ゴ
示弓似

－

　
　
－
－
－
－
－
－
－
－
－
。
。
。
－
－
。
－
－
－
－
－
。
―
。
’
。
－
－
－
－
－
－
‘
。
。
”
。
一
］

川
へ
ご
み
を
捨
て
る
と
罰
せ
　

　
　
　
　

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

一一

懲
役
、
ま
た
は
三
力
円
以
ト
の
罰
金
二

　
・
堤
防
や
‐
の
巾
に
、
材
木
々
ど
の
　
　

物
‐
や
Ｉ
・
利
を
無
町
で
お
い
た
り
す
る
　
　

と
罰
せ
ら
れ
ま
す
Ｉ
盾
万
円
以
下
社

剛
金
）
必
ら
ず
許
］
會
受
け
て
く
だ
よ

い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
々
お
、
許
可
の
丁
続
き
は
つ
ぎ
の
皿

務
所
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

　
▲
建
設
省
岡
崎
出
張
所
（
電
話
四
五

　
吊
。
返
、
‐
を
キ
ー
れ
い
に
し
ふ
こ

と
い
う
通
血
が
各
社
で
広
ま
っ
て
お
り

ま
す
か
、
川
に
ご
み
々
と
を
捨
て
た
り

す
る
こ
と
か
、
あ
と
そ
町
ち
ま
せ
ん
、

　
こ
の
た
び
、
。
Ｉ
川
法
光
行
令
が
つ
ぎ

の
ふ
つ
に
改
け
ざ
れ
、
：
Ｉ
川
か
ら
・
規

制
が
砥
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
'
･
堤
防
や
川
の
巾
に
、
ご
み
、
ふ
ん

尿
、
鳥
類
の
死
体
そ
の
他
の
汚
物
や
廃

物
な
ど
を
み
だ
り
に
捨
て
た
り
し
ま
す
▽
二
六
五
〇
）
・
愛
知
県
岡
崎
に
木
小

斜
い
Ｉ
郷
匹
訓
牡
斟
拍
利
ぐ
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都
市
再
開
発
事
業
と
は

Ｏ
事
巣
の
目
的

　
都
内
の
既
ぺ
雨
臨
池
で
は
、
そ
の
康
一

一
能
の
絹
物
哨
池
を
は
力
石
た
め
、
た
え

Ｉ
『
『

■
Ｒ
"
く
危
険
で
あ
る
ほ
か
、
．
辿
踏
臼
女
・
い
ぎ
に
、
鄙
巾
叫
聞
発
法
に
も
１
　
で

・
則
帽
則
馳
か
レ
ヤ
ミ
・
ぞ
し
書
っ
久
木
警
ら
か
で
水

ｊ
子
。

’
中
心
業
務
厄
の
開
発
、
ｎ
汚
街
の
吹

そ
の
他
、
い
ろ
い
ろ
な
不
利
乍
り
］
▲
巾
街
七
再
開
沁
欧
～
い
推
址
　
す
る
よ
う
に
笏
め
、
零
細
権
利
汚
の

七
　

レ
し
　
♂
ｌ
ｓ
　
　
　

ｓ
Ｉ
田
～
に
人
沢
か
発
ｙ
‐
ぐ
・
ｙ
　
・
米
牢
門
‐
に
人
い
・
’
ブ
【
る
児
巾
は
．
し
‐
‐
（
Ｊ
リ
‐
巾
へ
2
0
・
ｎ
口
口
－
　
１
般
料
目
ぷ
回
、
作
夕
、
数
学
　
　
よ
・
ご
し
い
智
識
を
斗
に
つ
け
ヽ
を
・

汗
付
諾
諾
コ
紅
付
宍
に
い
Ｅ
ユ
’
い
済
に
四
”
Ｅ
Ｅ
い
い
ぺ

・ 訂

゛
¨
゛
゛

一
．
ヅ
Ｊ
‥
川
‥

１
　
６

‘ Ｊ
‘ 心
⑤
～
宍
に
芒
非
毀
片
行
節
ぱ
社
長
詣
鍔
鱒
諏
几
牝
牡
≒
ニ

仏
心
禁
物
は
・
高
価
に
～
ま
三

一
一
Ｉ
Ｉ
Ｉ
　
Ｉ
Ｎ
　
Ｉ
！
Ｉ
・
ａ
ｊ
・
一

お
知
ら
せ

町
冊
Ｄ
務
心
等
に
ぺ
≒
、
そ
れ
ぞ
れ
Ｉ
と
し
で
、
八
国
的
に
文
目
円
か
灰
に
々
る
氏
・
～
は
、
｝
き
の
ニ
ジ
ツ
～
・

国
や
皿
り
公
作
パ
団
体
か
ら
法
の
几
す
範
．
災
か
ら
～
る
た
め
、
防
火
池
胆
～
・
実
卵
で
ス
・
に
さ
る
よ
う
ぉ
願
い
’
‐
ま
で

・
～
～
人
遊
び
に
～
唇
‐
声
‐
よ
大
Ｉ
雇
は
モ
も
七
れ
ヅ
言
八
届
ス
ッ
ー
香
ヤ
．
固
持
受
ご
’
、
樹
寺
（
二
月
．
ロ
～
ニ
・
万
一
口
ｙ
試
験
則
日
－
‥
●
消
費
者
講
座
開
催

久
に
そ
の
状
態
か
孤
る
力
で
。
恂
を
汝
　
1
1
　
』
４
　
街
池
碍
剛
見
叫
品
鳥
店
街
の

世
に
残
す
結
腸
公
‐
ま
ミ

　
発
能

作
吻
災

１
都
心
心
．
糾
ぺ
に
よ
る
部
巾
吹
造

　
ダ
、
問
Ｉ
等
い
ぶ
辺
へ
・
の
侈
勁

　
口
、
交
也
旬
の
暖
帽

　
八
部
巾
機
能
の
分
敞

▲
鳥
度
利
用
匙
３
　
］
指
定

▲
昭
和
四
十
五
印
度
補
助
用
度

叫
ノ
心
猿
面
費
、
い
目
次
Ｉ
備
四
．
口
ヽ
毎
年
こ
の
日
４
　
こ
又
に
‐
防
吉
～
．
西
阿
知
則
剛
欣
・
陶
物
捨
司
祭
・
こ
伺
田
は
リ
ヘ
『
犬
⊇
れ
く
‐
‥
一
万

す
る
’
こ
．
は
、
．
区
師
い
み
｛
円
と
陶
山
八
卜
塚
完
Ｊ
・
2
7
‐
Å
一
ヶ
巨
（
2
6
・
「
八
’
・
番
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
－
ｊ
Ｉ
Ｑ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｊ
　
－
一
－
－
」
‐
χ
！
／
ｆ
″
１
１
ｒ
ｊ
｀
ｒ
ｉ
ゝ
一
２
Ｊ
ｉ
‐
／
ｒ
Ｚ
ｒ
ｉ

‘
ｊ
ぼ
‐
ご
う
石
‐
．
脚
瀕
ぶ
お
度
　
一
一
月
一
干
六
日
は
、
旧
絹
　
　
下
回
年
・
　
―
　
　
・
該
～
ご
入
学
．
心
卵
｛
か
こ
こ
い
六
～
矢
巾
（
丿
口
）
‐
‐
（
ぬ
）
）
哭

結
氷
計
画
作
成
費
、
巾
業
副
出
作
恍
に
法
隆
寺
金
堂
が
Ｏ
災
仁
に
‐
に
ち
二
●
危
険
物
捨
場
へ
の
搬
入
は
　
よ
は
た
た
ち
に
Ｉ
（
が
ロ
八
ま
た
拒
巾
（
と
・
Ｊ
ロ
リ
六
ｙ
二
部
‐
乱
日

￥
　
１
１
ｊ
ｓ
Ｉ
‐
！
1
1
1
1
1
j
ｒ
♂
ｌ
！
Ｉ
Ｉ
Ｉ
■
Ｉ
Ｉ

〔
・
○

　
０
円
・
一
大
そ
山
昂
・
田
辿
旋
科
．
・
口
吟
－
二
月
日
、
二
日
、
五
日

を
心
し
く
”
。
買
物
］
。
ト
び
匈
・
Ｉ
心
ど

1
≫
講
師
‥
小
ぶ
消
～
片
協
ハ
え
費
‐
生
活

年
額
二
四
、
こ
い
○
円
心
お
科
古
代
う
Ｉ
百
明
午
前
十
時
？
午
後
四
時
ブ

巾
臨
・
層
に
と
い
う
形
を
と
っ
て
に
々
お

剽
汐
削
剥
‐
千
１
　
士
丁
宗
Λ
Ｉ
元
で
濡
に
・
、

一
！
ｊ
一
一
'
-
^
―
J
i
-
'
―
r
^
r
i

n
c
-
T
z
^
T
s
V
/
-
i

-
I

一
膳
飯
に
バ
ズ
サ
訴
牡
几
言

　
じ
Ｓ
ヤ
Ｑ
　
　
　
　
　
～
夕
ｙ
ぷ
コ
μ
芯
１
７
Ｊ
‘
。
／
、
一
」
。
ｊ
＆
口
乙

れ
ご
い
づ

日
私
の
都
巾
の
建
策
は
そ

Ｉ
み
を
備
え
て
い
く
必
賞
仕
か
痛
感
さ
れ

当
に
中
高
刷
9
1
　
か
す
す
む
も
の
と
咀
ら

れ
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
㈹
題
に
な
る
の
は
わ
か
国

で
は
土
地
か
細
分
化
さ
れ
て
い
る
の
で

狭
い
出
題
に
　
１
鉛
箪
ピ
ル
に
「
カ
ミ
ツ

リ
ビ
ル
」
と
い
わ
れ
る
細
長
い
建
物
赳

▲
間
口
が
狭
く
、
駈
巾
ペ
ー
ス
か
と
う
る
退
路
か
必
要
で
す
。

．
の
人
ぶ
分
か
瓜
福
木
造
営
が
で
あ
り
、
一

回
か
も
戦
汲
．
［
余
年
と
い
う
艮
い
聞
・

れ
な
い

　
ま
た
、
ぐ
の
街
区
を
い
く
っ
・
か
に

区
切
っ
て
建
物
を
吸
地
に
細
分
す
る
の

で
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
叙
境
的
な
叫
点
を

乱
立
す
る
こ
と
に
な
り
、

　
▲
廊
ト
、
階
段
等
の
公
用
ぶ
分
の
比

率
か
大
き
く
効
ぷ
が
悪
い

　
▲
昇
降
機
、
避
叫
・
階
段
等
の
設
備
が

不
経
済
で
多
石

　
▲
敷
地
内
の
空
地
か
き
わ
め
て
狭
く

利
用
で
き
な
い

間
を
経
て
、
建
物
が
古
く
な
っ
て
キ
ー
・
て

い
る
の
で
、
へ
。
阪
、
こ
れ
ぢ
の
建
て
替

え
は
㈲
価
な
ど
の
関
係
も
あ
っ
て
、
相

「
訂
駅
０
　
ジ
・
に
Ｅ

玩
の
瞳
峙
か
悪
く
な
る

共
同
の
不
燃
化
高
層
建
物
を
つ
く
‐
。

有
効
な
空
皿
か
澱
キ
ー
く
ま
と
め
、
街
な

　
　
　
ま
す
。
ま
た
、
道
路
交
通
を
考
え
て
も

建
物
か
几
目
辿
築
す
る
こ
と
に
よ
り
し
ま
す
。

囲
で
補
助
金
か
交
付
さ
れ
よ
守
。

整
備
に
£
要
々
町
企
か
Ｉ
尨
犬
０
６
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
！
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｒ
ｉ
″
ｋ

し
で
い
ま
す
。
岡
崎
巾
で
も
二
の
日
を
　
▲
燃
え
る
も
の
を
燃
え
付
ト
も
し
と
を
‐
出
ヒ
く
た
さ
い
。

．
～
へ
こ
庄
絡
く
た
さ
い
。
　
Ｊ
矢
が

　
１
・
Ｉ
・
５
　
リ
ふ
宿
［
小
日
マ
申
込
Ｉ
所
－
若
宮
町
二
丁
目
二
番
］
・
場
所
＝
巽
閣
。
‘
講
座
内
容
＝
消
費

・
慨
Ｉ
卿
。
‐
砲
昂
石
い
穴
～
ブ
ジ
ｙ
．
巾
嘉
日
。
ふ
金
元
日
二
巾
・
ご
岡
崎
戸
片
護
学
院
竃
話
二
二
実
姉
ヱ
般
の
智
叙
、
映
画
電
出
生
活

タ
’
″
－
ド
ｋ
Ｘ
一
ｒ
゛
‐
‐
Ｊ
ｊ
；
／
Ｊ
一
－
ｔ
ｒ
ｌ
Ｊ
ｌ
ｆ
Ｘ
一
－
ｉ
１
１
・
　
ｊ
一
一
ｒ
一
≒
ｄ
Ｉ
　
　
≒
ｉ
一
　
ふ
Ｉ
／

言
幣
言
証
言
加
工
千
碕
寸
寸
☆
千
行
回
円
万
舅
川
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

桑
物
融
資
等
の
ほ
か
、
住
宅
金
融
公
宗
　
訓
練
は
四
力
．
所
同
心
に
日
な
い
ま
．
学
畝
ヘ
ヘ
字
さ
れ
る
児
帛
い
か
た
の
入

Ｄ
務
耶
管
制
潤
～
『
し
。
日
か
ら
く
だ
さ
い
。

･
法
律
相
談
に
し
月
し
一
日
一
二
上

高
度
利
川
］
区
の
指
定
は
、
：
旭
の
・
負
担
金
と
し
て
出
さ
わ
る
こ
’
‘
・
・
い
こ

一一

お
再
開
発
融
。
れ
の
新
心
を
は
か
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
公
限
の
融
口
対
象
は

　
Ｉ
防
災
自
ス
造
Ｉ
粂
の
９
　
阿
片

　
２
巾
山
畑
再
闇
姶
引
輩
Ｉ
り
俘
つ
組

　
　
自

ｲ氏層木造家屋から

言
峨
川
麹
乾
輔
軸
入

・

針
訃
針
乱
行
卜
紺
行
弱
プ
ル
ス
ｄ
Ｕ
Ｕ
Ｕ
軋
心
に
言
壮

言
な
□
刀
ノ
。
ｊ
Ｉ
振
興
―
Ｈ
'
ｚ
.
融
一
崎
城
ヽ
’
呂
八
幡
宮
、
だ
樹
寺
、
雨
巾
　
　
　
ｕ
へ
　
　
　
　
　
　
ｙ
‐
偉
か
ら
I
n
v
類
小
面
々
も
い
は
受
け
リ
マ
ハ
居
狛
‐
ノ
４
　
～
力
、
Ｌ
‐
Ｊ
巧
μ
ソ
統
験
が
二
刷
ト
四
］
（
日
）
に
行
々
わ
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

喰
ヽ
庄
で
金
融
公
吏
中
高
層
耐
火
鯉
一
八
幡
『
　
　
　
　
　
　
・
昭
゛
苧
六
り
四
足
二
立
い
小
’
け
ま
せ
ん
・
よ
截
要
領
乍
宍
え
ん
ニ
矢
‐
う
ぃ
‐
レ
貼
う
。
。
ま
す
。
ご
厄
望
の
か
た
は
お
巾
し
込
み
●
一
月
の
各
種
相
談
　
　
　

　
　
　

　
－
－
‐
　
　
　
　
　
－
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て
い
ま
す
。

　
▲
融
旨
制
度

　
融
毀
の
制
度
と
し
で
、
こ
れ
ま
。
で
の

日
本
開
発
紺
行
の
再
開
発
伜
、
貼
吋
問

（
理
的
で
健
少
々
高
度
利
リ
こ
。
廓
巾

自
動
巾
、
歩
‐
也
の
交
通
に
し
分
た
え

り
高
度
利
明
１
　
　
Ｉ
内
の
’
．
皿
恪
迂
柔
物
・

　
の
建
築
主

乱
v
定
街
区
、
総
合
心
‐
訂
に
よ
る
人

　
脱
侠
建
築
物
の
建
築
士

建
築
主

り
で
な
く
、
川
囲
の
環
境
も
自
然
よ
い
　
～
業
主
ふ
と
し
て
っ
・
ぎ
の
。
≒
が
あ

も
の
と
な
ロ
ま
す
。
し
た
が
っ
て
民
間
Ｏ
ま
す
。

投
資
か
皿
・
同
鳥
叫
叱
に
誘
導
体
訓
を
つ
　
こ
組
台
〔
公
瞎
ぽ
匯
・
。
公
ぼ

く
る
こ
と
か
、
乱
巾
ｃ
開
発
１
栗
の
大
　
▲
４
　
利
変
換

き
な
目
的
と
い
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
・
ド
山
燃
摺
Ｉ
ハ
を
と
０
、
実
皆
は
立

ま
と
ま
っ
た
有
効
な
令
迎
を
生
む
ぱ
か
・
▲
乱
小
町
開
発
巾
架
の
１
業
主
体
’
融
口
条
‐
と
し
て
は
、
金
利
自
に
・

機
能
の
更
断
を
は
か
る
こ
上
を
目
印

-

Ｌ
再
開
発
は
、
基
が
冊
外
ぶ
叫
で
・
課
、
不
均
．
課
脱
の
‐
泄
か
と
ら
れ
ま

2
7
日
ご
心
能
見
呉
Ｊ
日
ご
？
づ
に
こ

ト
副
保
護
に
ご
協
り
く
だ
さ
い
、
　
い
だ
け
捨
場
へ
搬
入
し
く
だ
さ
い
．
白
几
を
あ
ず
け
た
い
し
た
は
．
か
犬
‐
・

　
・
・
特
別
立
入
検
古
．
川
二
～
口
　
▲
片
Ｉ
で
は
管
ヅ
ム
祐
ぷ
に
ブ
・
～
口
砲
守
巾
’
Ｉ
り
雨
憾
盲
受
一

て
走
り
ま
す
か
ら
・
・
、
火
災
と
㈲
遮
え
な

サ
イ
レ
示
鳴
ら
し
、
が
色
川
を
つ
け
て
卜
二
月
三
け
．
ロ
ま
で
に
ｙ
布
レ
ー
【
入
所
申
請
書
受
付
日
】
受
り
心
間

す
。
消
防
・
訓
練
に
出
勤
す
る
川
防
中
は
学
通
川
書
を
、
各
町
総
代
さ
ん
を
通
じ

　
■
･
5
？
K
i
-
i
r
<
ハ
佃
査
　
川
一
～
口
　
▲
片
Ｉ
で
は
管
迎
ぐ
の
祐
ぷ
に
ｙ
～
‐
し
Ｃ
‐
石
匝
で
±
'
-
T
i
I
｡
i
理
ゲ
√
ざ
　
ｉ
　
で
い
ま
す
ぃ
で
、
ご
痢
望
の
か
た
は
、
　
　
岡
崎
巾
に
辿
か
り
が
あ
‐
、
小
皿
Ｕ

!

I
木
）
而
山
Ｉ
、
滝
川
火
川
宮
、
～
樹
て
ぐ
た
さ
い
．
ま
た
、
火
父
予
町
い
た
’
け
ト
う
．
、
だ
さ
い
．
　
　
　
］
●
市
営
住
宅
の
空
家
入
居
募
集
詳
細
を
病
院
小
秘
匈
（
電
話
二
万
八
・
々
に
λ
の
深
い
心
の
作
品
展
を
開
催
レ

ガ
、
伊
迎
八
幡
宮
、
‐
に
～
妙
寺
、
戸
福
．
め
煙
戸
は
吸
り
々
い
で
く
だ
さ
い
．
　
．
‐
し
ペ
ロ
う
ら
二
十
九
ロ
ま
．
七
の
　
ム
回
々
ほ
宍
佃
４
　
黙
Ｉ
占
空
二
ぶ
思
へ
お
朗
¨
゛
合
わ
せ
く
た
さ
ぐ
ぉ
り
ま
す
か
ら
ご
レ
数
ご
参
観
く
三

守
．
月
ニ
・
ヤ
ニ
口
金
）
‐
‐
呂
八
幡
一
▲
日
ぽ
日
は
、
甲
Ｉ
‐
・
遠
害
八
闘
マ
め
ら
れ
た
口
時
に
、
小
旋
回
余
居
募
集
は
ぶ
‐
円
い
ハ
汗
二
月
い
’
　
　
　
　
　
　
　
さ
い
1

宮
、
～
心
八
幡
宮
、
妙
源
存
、
六
町
神
さ
い
．
　
　
　
　
　
　
が
園
に
出
御
－
一
　
２
　
瞑
Ｉ
頂
を
お
闘
-
V
で
ロ
ー
ら
六
月
．
．
丁
日
ま
で
の
薬
｛
一
　
―
　
　
・
皿
面
い
し
．
、
‐
一
ド
巳
？
二
月
二
一

往
帥
峨
吽
二
ｊ
し
受
ト
ロ
ま
す
．
申
爪
出
は
入
園
間
に
て
き
笠
女
に
吋
す
る
入
居
侯

七
●
危
険
物
取
扱
主
任
者
試
験
　
十
日
i
V
場
所
＝
岡
崎
巾
郷
Ｉ
館
亡

ト
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
・
丈
比
則
吋
近
で
た
々
人
を
し
た
‐

喫
煙
す
る
こ
と
は
や
め
ま
し
Ｉ
。
。

国鉄・名族バス

徒歩８分

-

す
。

　
入
学
届
に
・
叫
要
巾
項
を
記
入
の
・
ツ
人

’
月
十
八
口
ま
で
に
、
右
り
管
内
の
か

管
た
は
教
育
委
貝
７
　
　
、
・
小
務
ド
、
、
ヅ
萌

　
人
樹
寺
（
だ
い
じ
ゅ
う
じ
）
は
浄
＝
招
い
て
匪
貧
を
阿
な
い
、
八
ず
か
ら
し
募
集

宗
鎮
酉
派
仁
安
院
七
い
い
、
文
明
七
胎
解
脱
念
仏
の
勤
７
に
ま
１
　
　
た
ご
」
れ
保
健
所
～
と
社
余
伺
祉
に
Ｉ
に
献
す
る

（
一
四
七
一
年
）
じ
７
　
親
忠
（
の
ち
の
か
人
樹
寺
の
始
ま
い
と
い
わ
れ
ま
す
。
高
石
行
護
学
Ｒ
Ｄ
宅
徒
を
つ
ぎ
の
と
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｌ
ｊ
『
　
ｉ
ｒ
　
Ｉ
　
ｒ
Ｉ
Ｉ

ニ
ト
ロ
ま
で
申
込
用
紙
を
交
付
し
ヽ
･
武
験
い
科
目
～
砲
険
物
の
植
原
五
日
午
後
一
時
？
四
吋
、
楽
ヅ
セ
し

間
心
い
の
々
い
に
う
に
～
う
光
Ｉ
今

尚
「
　
　
　
　
　
　
一

s
'
　
m
エ
ッ
ク
ス
線
技
師
ふ
募
槃
し
　
　
●
竜
の
作
品
展
開
催
　
　
　
　
　

で
い
ま
す
い
で
、
ご
希
望
力
か
た
は
、
・
岡
崎
巾
に
辿
か
り
が
あ
‐
、
小
皿
旺

月
ト
九
日
か
白
下
二
日
Ｉ
山
込
物
辺
学
お
よ
び
基
漣
叱
学
べ
）
危
険
物

影
離
犬
引
醜
仁
剖
一
一
則
川
劉
Ｖ
．
副
．
Ｅ

千
ソ
フ
ト
士
オ
聯
大
士

一
五
八
Ｉ
セ
シ
ト
、
期
川
二
・
り
年
以
内
つ

　
　
　
　
諾
昂
）
ヽ
宅
皆
に
つ
い
一
矢

良
七
融
口
部
門
で
さ
ら
に
武
利
心
融
旦

文化財めぐ

寺」下車，

鴨田町字広元

淘
移
転
す
る
既
存
ぶ
心
略
Ｌ
岑
丿
　
り

２
　
　
川
氏
）
の
創
立
、
勢
公
上
″
、
の
閲
讐
以
後
、
じ
～
家
の
曹
堤
寺
と
し
て
続

に
よ
る
ち
い
・
と
い
わ
れ
ま
す
。
　
キ
ー
、
邑
‐
家
康
が
人
ト
を
拿
掲
す
る
に

り
募
集
Ｌ
で
い
ま
す
ご
石
望
・
の
か
た

は
お
申
し
込
λ
く
だ
さ
い

　
･
募
渠
ぐ
に
‐
四
卜
Ｚ
’
晦
緊
Ｉ
限

ユ
二
年
忌
心
時
制
ご
年
夜
間
諌
提
二
ｔ
・

一一

大　樹　寺　a)

｢大樹

●
市
立
岡
崎
高
等
看
護
学
院
生

い
よ
ハ
ツ
美
北
几
・
2
0
口
）
六
ツ
Ｊ
．
Ｊ

六
じ
り
）
似
、
岡
崎
城
仁
Ｉ
親
泡
と
信
し
た
バ
ー
・
た
・
か
っ
・
て
．
現
存
す
る
文
Ｉ
．
受
験
會
格
口
ｄ
免
訂
を
凹
た
の
ち
．
一
年

濃
の
凶
徒
二
力
余
喘
と
が
井
田
町
（
現
肘
も
り
く
、
庸
緊
ズ
両
肘
に
乙
大
樹
寺

一
以
上
笑
務
に
従
嘔
し
て
い
る
准
石
護
婦

ｌ
ｐ
ぐ
Ｆ
χ
４
‐
一
ｊ
／
ノ
ｕ
″
．
’
／
リ
ー
９
／
Ｊ
一
Ｅ
　
　
Ｉ
一
一
Ｉ
ｊ
～
―
！
Ｉ
Ｉ
￥
一
″
１
一
、
一
^
A

l
"
i
l
*
r
t
^
.
-
:
-
ｒ
ｌ
-
.

-
■
■
V
―
"
^
f
i
i
i
c
i
-
w
｡
p
Ｔ
'
Ｔ
＾
ｃ
;
，
涼
碧
じ
こ
Ｉ
。
べ
．
ｊ
Ｑ
Ｒ
Ｊ

ｎ
の
井
川
出
、
鴨
田
町
．
冊
）
で
戦
い
多
宝
Ｉ
Ｉ
万
丈
印
吐
州
～
只
但
の
か
た
Ｊ
高
１
学
校
吊
．
率
業
し
て
い
る
　
　
詳
利
は
屑
防
木
部
予
防
課
（
電
話
二
Ｉ

　
寺
伝
に
よ
る
と
．
応
仁
工
７
（
四
お
；
ん
で
名
実
と
も
に
隆
慨
を
極
め
ま

六
じ
年
）
似
、
岡
崎
峨
仁
Ｉ
税
泡
と
信
し
た
バ
ー
・
じ
Ｉ
・
て
、
現
存
す
る
文
化

'
(
ｎ
-
;
:
-
W
3
^

―
。
尹
丿
一
Ｅ
ブ
。
ｋ
・
Ｅ
’
j
u
i
B
o
t
^
｡
'
-
'
-
i
ｖ
^
r
-
ｏ
＞
:
i
~
:
i

L
U
｡

l
ｕ

日
。
・
’
叫
試
験
嘲
所
＝
受
験
友
に
掴
定
。
「
ら
国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る
こ
と

<
･
誦
習
会
＝
一
月
二
十
日
刈
谷
巾
蔡
協
一
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
巾
務
部
保
険
年

受
験
願
硲
。
○
写
真
（
六
ヵ
月
以
内
に

撮
影
し
た
に
面
、
に
李
身
像
、
タ
テ
四

セ
こ
チ
メ
ー
ト
ル
、
ヨ
コ
ー
云
ケ
チ
メ

ー
ト
ル
、
斑
㈲
に
氏
名
を
記
入
）
。
つ

受
験
手
数
料
五
（
）
う
円
ご
池
願
階
鍵
出

先
日
酉
一
両
丿
務
所
総
拐
課
。
ぶ
顧
附

会
館
、
一
月
二
十
五
日
城
北
会
館
。

Ｑ
モ
の
他
り
願
會
の
こ
と
や
そ
の
他
の

用
す
る
ま
と
ま
づ
た
］
地
の
確
保
が
至

範

に
乞

㎜㎜㎜ 7 - I =

▲
日
照
、
採
光
、
通
風
か
悪
い

▲
林
立
す
る
ビ
ル
の
谷
間
の
低
徊
埋

　
わ
が
國
で
は
、
一
附
か
ら
二
晒
の
利

物
が
ほ
と
ん
ど
で
、
道
路
、
公
園
の
１
　

Ｉ
フ
久
ペ
ー
ス
か
少
な
く
、
ぶ
集
し

て
い
る
と
は
い
え
、
再
開
発
に
ｈ
つ
て

剽
レ
シ
万
作
巾
乱
か
い
列

　
▲
ま
と
ま
っ
た
ビ
し
建
築
か
で
～
ず

小
経
済
で
あ
る

て
い
る
と
は
い
え
、
再
開
発
に
ｈ
つ
二
い
わ
‐
る
巾
衛
の
ツ
ス
タ
ー
ツ
フ
’
・
か
。
す
、

建
物
の
容
積
は
増
人
し
ま
す
。
こ
の
増
に
に
ね
ヽ
住
心
に
Ｐ
・
Ｈ
を
十
分
一
に
々
　
以
～
川
巾
心
開
発
江
い
人
略
で
す

加
し
た
容
積
が
再
開
発
口
金
の
則
源
と

体
換
皿
に
よ
っ
て
ま
行
さ
れ
ま
す
。

　
▲
再
開
苑
の
あ
Ｕ
～

一一

か
行
な
わ
れ
ま
す
。

　
▲
減
税
川
趾

　
国
叫
鼎
り
碗
に
っ
い
て
は
、
組
合

ま
た
は
組
合
は
に
対
し
、
そ
れ
ぞ
れ
非

＾凄

｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜

－一一－‾

－

を
起
し
親
忠
甲
か
大
恥
し
ま
し
た
が
、
・
Ｉ
一
文
出
府
に
　
１
大
「
丈
　
　
　
　
・
．
．
’
回
　

・
准
ｎ
護
婦
の
か
た
・
受
験
手
続
入
学
・
－
五
一
耳
番
」
へ
お
刊
い
肖
わ
せ
く

戦
場
に
遺
棄
さ
れ
た
敵
沫
ら
・
の
か
敬
仰
鐘
楼
≒
品
数
人
如
一
之
文
化
副
フ
．
Ｓ
４
な
ど
を
嘗
き
訟
冨
Ｉ
凡
お
申
ぞ
さ
い
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｉ
Ｉ
ｓ
　
―
Ｉ
■
Ｆ
ｒ
―
Ｉ
Ｉ
Ｉ

-

●
「
韓
国
」
国
籍
の
か
た
は
国

　
民
健
康
保
険
に
ご
加
入
く
だ

　
さ
い
。

　
岡
崎
市
内
に
居
９
　
し
て
・
韓
国
１
　
の

タ
ー
．
‐
、
ｙ
交
通
～
故
相
談
目
‥
一
川
‐
～

日
・
十
八
日
、
二
十
五
日
午
郎
～
卜
～

午
画
四
町
、
亦
十
Ｔ
ピ
ン
タ
ー
・
．
・
へ

権
相
談
二
月
円
日
午
後
一
時
点
i
l
時

明
人
寺
町
名
占
屋
法
務
局
岡
崎
ヅ
．
『

金
課
で
加
入
の
‐
続
キ
を
し
て
く
だ
さ

ｔ　
た
だ
し
、
社
会
保
険
な
ど
心
の
保
険

に
加
入
・
―
で
い
る
か
た
、
永
り
４
　
訂
可

を
と
ら
れ
て
す
で
に
国
民
健
康
悍
険
に

一
判
訓
勧
引
凱
壁
川
ヤ
バ
レ
ー
剛
則
よ
に
に
｛
心
順
に
傾
ド
ド

…
…
’
Ｉ
゜
”
”
｀
Ｉ
‘
’
゛
－

に
に
に
に
Ｉ
に
に

゜ に
に
し

！
－

一
め
塚
を
釦
士
宮
を
鎮
め
ま
し
～
そ
の
廠
り
ま
す
、
　
　
　
　
　
・
　
□
に
ｋ
ｃ
ｉ
Ｉ
β
Ｉ
Ｉ
ｓ
ｌ
ｇ
ｓ
ｌ
ｌ
ｌ
　
　
‐
‘
。
、
。
“
／
ｃ
‐
ｆ
‐
ｌ
ｓ
Ｉ
χ
χ
ｇ
Ｊ
Ｉ
ノ
。
・
‘
。
．
ｒ
７

・
圃
深
へ
お
た
ず
ね
仁
Ｉ
い
。

利
明
で
す
。

い
Ｉ
畑
石
高
度
利
川
を
は
か
る
こ
と
か
が
、
く
わ
し
い
こ
と
は
技
術
部
昂
巾
匹

塔

匯
親
忠
は
こ
こ
に
寺
を
建
て
噌
勢
誉
乱

宝大樹寺

　　-

多

外
‐
‐
共
ご
（
回
）
産
頁
（
柱
）
万
央
（
明
大
寺
）
サ
ト
ゥ
（
鴨
田
）
船

皮
‥
菅
（
八
幡
）
耳
放
電
（
松
Ｉ
往
囲
犬
寺
）
外
人
堀
（
Ｉ
頭
）
産

　
　
・
・
叉
中
ゴ
シ
ッ
ク
の
略
号
は
内
科
ま

た
は
小
児
科
・
外
科
‐
産
3
S
-
'
糾
・
皮

緊
忽
当
直
撰
当
時
問
午
前
八
時
～
叟
日
午
前
八
時

（
皿
生
南
）
耳
目
‐
山
本
（
連
尺
）
眼
目

小
玉
翁
根
）
【
一
月
二
四
日
】
内
＝

友
乍
）
産
＝
遠
山
（
鴨
川
）
皮
～
一
再

突
発
患
者

の
た
め
の

泌
科
・
耳
鼻
咽
喉
科
・
眼
科
で
す
。
眼
高
村
（
康
生
庸
）
【
一
月
「
〇
日
‐
川
i
i
l
(
能
見
）
皮
。
吃
本
工
能
見

一
皮
一
元
帛
生
中
耳
Ｉ
圭
浪
し
耳
‐
黒
川
（
柱
）
眼
‐
函
田
沢
幡

一
生
芒
眼
小
Ｉ
羽
Ｉ
（
一
月
三
）
Ｔ
月
｛
五
日
｝
ウ
ー
水
野
（
明
入

ミ
～
づ
い
～
。 「

‘ ヤ

＼
ト

゛
」＾
＾ 一
一
一
心
一

財 の

叶
（
八
帖
）
産
出
旭
村
（
火
生
肉
）
　
　
　
産
に
伊
藤
宍
じ
皮
荻
須
（
篭
川

八
川
こ
了
頭
）
杉
Ｉ
（
心
合
）
外

【
一
月
一
日
】
内
‐
㈲
‐
（
氷
山
）
’
】
内
オ
ハ
ラ
（
巾
町
）
水
野
（
能
見

リ
．
日
］
内
柳
沢
（
‐
土
石
Ｉ
矢
Ｉ

ｆ

）
杉
浦
（
羽
根
）
外
水
野
（
能
見
）

庶
山
私
（
能
見
）
八
立
（
羽
恨
）
外

）
耳
～
‥
巾
野
（
｛
巴
眼
目
佐
野
（
門

前
）
【
一
月
三
一
臼
】
内
目
浅
片
（
康

宅
南
）
人
山
（
東
蔵
前
）
小
阪
（
明
人

寺
）
外
長
坂
Ｉ
行
簡
）
皮
‐
‐
菅
（

八
幡
）
耳
‥
‐
－
奴
堂
こ
さ
甲
。
‐
佃
淵

（
唐
沢
）

重要文一
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八
幡
）
【
一
月
三
日
】
内
‐
小
林
（

連
尺
）
新
家
（
矢
作
し
‐
本
（
羽
根
）

七
日
】
内
‐
山
本
〔
明
大
寺
〕
中
剛
こ
い
外
科
の
関
係
は
前
Ｉ
の
よ
う
に
訂
正

矢
作
）
隔
川
而
人
寺
）
外
巾
田

し

し
求
す
。
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